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研究テーマ（発表タイトル） 

スマートフォンをスマートに！ 

 

※必ず＜企画シート作成上の注意＞を確認してから、ご記入をお願いいたします。 

１．研究概要（目的・狙いなど） 

 主な目的は、スマートフォン依存の解消である。私達は、特にスマートフォンの依存率が高い若

者をターゲットとし、スマートフォンをスマートに使いこなせるようなサポートができるアプリを

提案する。スマートフォン依存を、あえてスマートフォンを用いたアプリケーションにより解消す

ることで、ターゲットである依存者たちに有効なツールとなり得ることを狙いとしている。 

 私達は、この提案によって、人々がスマートフォンに依存するのではなく、共存できる世界の実

現を目指す。 

 

２．研究テーマの現状分析（歴史的背景、マーケット環境など） 

 現代社会において、スマートフォンは急速に普及した。現在、日本人のスマートフォンの所持率

は 7割を超える。さらに、20代における所持率は 90%を超える。そんな現状において、私達はスマ

ートフォンと正しい関わり方、使い方ができているのだろうか。10代から 20代の約 7割がスマー

トフォンに「依存している」と感じながらも、それに対し有効的な対策は未だ存在していない。そ

れにより、具体的な行動を実行に移すに至らないのが現状である。中高生など、親の管理下にある

年齢であれば、家族や学校からの強制により少なからずスマートフォンの制限を強要される環境下

にあるが、大学生や社会人にあたる 20代となると、自らの自制心や自己管理が問われる。しかし、

スマートフォンは、お酒やタバコなどとは異なり、現代社会を生きる私達の生活において、切って

も切り離せないツールである。日本政府も、「ネット依存」などを危険視していながら、デジタル

化や最先端技術の促進ばかりに気を取られ、具体的な施策が行われていないのが現状である。スマ

ートフォン所持率と依存率が世界トップの韓国では、既に依存による急死の事例が多く確認されて

おり、政府が早急に対策に動いている。 



 

３．研究テーマの課題 

 スマートフォン依存を解消することにおいて、医学的な観点からも、久里浜医療センターの樋口

進院長は「ネット依存は、アルコールや薬物への依存と変わらない重大なものばかりです」（日経

トレンディ 2013年 8月 1日）と述べ、“スマホ依存”を軽視する人々へ警告を発している。また、

調査の結果、ネット依存さらにはスマホ依存に関連した医療機関はごく少数しか日本に存在してお

らず、スマートフォン依存に対して具体的な解決策が提唱されていない。 

具体的な課題点 

(1)スマートフォンは日常生活において、切っても切り離せないツールである。 

→仕事やコミュニケーションにおいて、スマートフォンを完全に取り除くことは限りなく不可

能に近い。 

(2)依存状態であると、意識的にスマートフォンの使用を制限することが非常に難しい。 

→単純に取り上げただけでは、ストレス状態に陥る。 

(3)多くの人が依存状態を認識していながらも、具体的な対策を講じていない。 

→多くの人々は依存を認識していても、軽視してしまい認識にとどまっている。 

 

４．課題解決策（新たなビジネスモデル・理論など） 

 スマートフォンのアプリケーションを用いて、日々の中の小さな目標や実行したいことを決めて

もらい、目標や実行したいことを行う時間をアプリケーション上で設定する。そして、その設定し

た時間においてスマートフォンが強制的に使用不可能な状態になるというアプリケーションを提

案する。具体的には、「読書をする」「漢字検定 2 級を取得する」「学校の課題をする」など、簡易

な目標を立て、それを実行するために役立ててもらう。目標達成に近づけると同時にスマートフォ

ンとも上手い付き合い方をすることが可能となる。日々の中で、ついついやるべきことややりたい

ことを忘れ、無心でスマートフォンをしてしまう時間を減らし、時間を有効に活用できるための手

助けを行う。このようなアプリケーションにより、スマートフォンへの依存解消の 1歩を踏み出す

アプローチを行う。 

 既存のスマートフォン依存解消に対するアプローチとして「デジタルデトックス」という概念が

存在する。しかし、それをうたったプランはどれもデジタルから完全に離れた大自然で過ごすもの

や、鎌倉を 1日かけて巡るものなど、多くの時間が必要なものばかりであった。これらは、日常生

活から完全に離れて行うものであり、日々の生活の中で気軽に行えるという要素に欠けていた。そ

のため、ターゲットが、時間があり尚且つかなり意識的にスマートフォン依存解消を行おうと試み

ている人々に限るものであった。しかし、私達のアプリケーションは、日常の中で気軽に実行でき、

そこまで意識的でないものの依存を自覚している人々など、より多くの人々に使用してもらうこと

が可能である。 

 

５．研究・活動内容（アンケート調査、商品開発など） 

 アプリケーションの概要は、目標を設定し、目標達成をスマートフォンの時間制限によりサポー

トする。それによって、無意識にスマートフォンと上手く距離を取れるよう促進する。強制的な要

素と、制限の中での融通が効く要素を上手く組み合わせることで、既存にはない有効的なアプリを

提供する。インタビューの際に、専門医の方から提案いただいた「日常生活の中で取り組みやすい」

といった要素も組み込むことで、多くの依存者に有効的に使用してもらえるような提案とした。 

 



６．結果や今後の取り組み 

 今回の取り組みを通じ、スマートフォン依存という問題は、重大な問題であるにも関わらず、日

本では大きく取り上げられていないということが分かった。しかし、デジタル化が進む現代社会に

生きる私達にとって、避けることのできない重大な問題になってきている。この研究を通じ、スマ

ートフォンという物の過度な依存の恐ろしさ、軽度なものでさえ依存からの脱却の難しさを強く認

識し、問題解消のアプローチの難解さを痛感した。今後、私達の提案したアプリケーションを用い

てもらうことにより、直接的にではなくともスマートフォン依存を認知してもらい、解消をより意

識的に行ってもらいたい。 
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インナー大会プレゼン部門実行委員会への連絡事項 

 

＜企画シート作成上の注意＞ 

※本企画シートは審査の対象となります。 

※本企画シートは、「日本語」で書かれたものとし、1 チーム・1 点提出してください。 

※本企画シートの項目に沿って、ご記入をお願いいたします。各項目に文字数制限はありませんが、1~7 以外の項目を追加することは「不可」とさせていただきます。 

※本企画シートは、インナー大会プレゼン部門実行委員会への連絡事項と企画シート作成上の注意を含め、3 ページ以内に収めてください。実行委員会から審査員に渡す際は、

A4 サイズでプリントし、3 ページ目までをお渡しします。 

※大会参加申込み時点から、「参加メンバー」の変更があった場合、上記「インナー大会プレゼン部門実行委員会への連絡事項」に記入してください。なお、参加申込書提出時か

らのチーム名変更は「不可」とさせていただきます。 

※企画内容は、未発表の（過去に他誌・HP などに発表されていない）ものに限ります。ただし、学校内での発表作品は未発表扱いとなります。 

※商品写真、人物写真、音楽などを掲載・利用する場合、必ず著作権、版権の使用許諾を得てください。日本学生経済ゼミナール関東部会・日経 BP 社・日経 BP マーケティン

グ社は一切の責任を負いません。 

※書籍や新聞等の文献から引用した場合は、出典先（使用した文献のタイトル・著者名・発行所名・発行年月など）を明記してください。統計・図表・文書等を引用した場合も

同様に明記してください。また、Web サイト上の資料を利用した場合は、URL とアクセスした日付を明記してください。 

※電話番号や住所などの個人情報は記載しないでください。 


